
数学Ｂ 漸化式 ( )年( )組( )番( )
ぜ ん か し き

漸化式
ぜ ん か し き

数列 {an} において，[1] a1 ＝ 1 , [2] an+ 1 ＝ 2 an＋ 1 (n＝ 1,2,3,･･･) とすると，
す うれ つ

この 2つの 条件によって，数列 {a n} が定まる。具体的に n を代入 してみよう。
じょ うけん すう れつ さ だ ぐ た いてき だい にゅ う

a1 ＝ 1

a2 ＝ 2 a 1 ＋ 1＝ 2 × ( ) ＋ 1 ＝( )

a3 ＝ 2 a 2 ＋ 1＝ 2 × ( ) ＋ 1 ＝( )

a4 ＝ 2 a 3 ＋ 1＝ 2 × ( ) ＋ 1 ＝( )

このように各項の 値が一通りに定まる。 [2]のように数列の前後の項の関係を表 す式を
かくこ う あた い ひと とお さだ すう れつ ぜ ん ご こう か んけい あ らわ し き

( 式)という。
しき

問題 A 次の条 件によって定義される数列 {an}の第 4 項を求めよ。
つ ぎ じょう けん てい ぎ すうれ つ だい こう も と

(1) a 1 ＝ 1 , an+ 1 ＝ an ＋ 2 (2) a 1 ＝ 1 , an+ 1 ＝ 2 an

a 2 ＝ a 2 ＝

a 3 ＝ a 3 ＝

a 4 ＝ a 4 ＝

(3) a 1 ＝ 1 , an+ 1 ＝ an ＋ n (4) a 1 ＝ 1 , an+ 1 ＝ an ＋ 2
n

a 2 ＝ a 2 ＝

a 3 ＝ a 3 ＝

a 4 ＝ a 4 ＝

等差数列・等比数列の漸化式
とう さ す うれつ とう ひ すう れつ ぜ ん か し き

公差を dとするとき，等差数列{an}の漸化式は ( an+ 1 ＝ ),
こ う さ と う さ すう れつ ぜん か し き

公比を rとするとき，等比数列{a n}の漸化式は ( an+ 1 ＝ ) になる。
こ う ひ とう ひ す うれつ ぜ ん か しき

問題 B 次の 条件で定義される数列{an}の一般項 a n を求めよ。
つぎ じょ うけ ん てい ぎ すうれ つ いっぱ んこう も と

(1) a 1 ＝ 2 , an+ 1 ＝ an ＋ 3 (2) a 1 ＝ 2 , an+ 1 ＝ 3 × an

階差数列の漸化式
か い さ すう れつ ぜ ん か し き

漸化式が an+ 1 ＝ an ＋ f (n) の 形の漸化式は階差数列を利用して一般項を求める。
ぜん か しき かた ち ぜん か しき か い さ すうれ つ り よう いっ ぱん こう も と

n－1
an＝ a1 ＋ Σ f (k) (n≧ 2)

k＝1

問題 C 次の条件で定義される数列{an}の一般項 an を求めよ。
つぎ じ ょうけ ん てい ぎ すう れつ いっ ぱんこ う も と

(1) an+ 1 ＝ an ＋ n , a1 ＝ 1 (2) an+ 1 ＝ an ＋ 2n , a 1 ＝ 1

an+ 1 － an＝( ) より， an+ 1 － an ＝( )より

階差数列は( )になる。 階差数列は( )になる。
かい さ す うれつ かい さ す うれつ

n≧ 2のとき n ≧ 2のとき
n－1 n－1

an＝( )＋ Σ( ) an ＝( )＋ Σ( )
k＝1 k＝1

1 ( )
an＝( )＋ n ( n ) an ＝( )＋

2

1an＝( n2 ) an ＝( )
2

a1 ＝ 1 より n ＝ 1 のときも成り立つ。 a1 ＝ 1 より n ＝ 1 のときも成り立つ。
な た な た

an+ 1 ＝ pan ＋ qの漸化式
ぜ ん か し き

特性方程式 X＝ pX ＋ qの解αを用いて an+ 1 －α＝ p ( an －α) に変形する。
とく せい ほうて いしき かい もち へん けい

a 1 ＝ 1 , an+ 1 ＝ 2 an＋ 1 の特性方程式 X＝ 2X＋ 1より X＝( )
とくせ いほ うてい しき

( an+ 1 ) ＝ 2 ( an ) より

( an ) は(初項 公比 )の等比数列になる。
し ょこう こ う ひ と う ひ すう れつ

( an ＝ ) より ( an ＝ )

問題 C a1 ＝ 2 , an+ 1 ＝ 3 an － 2 で定まる数列{an}の一般項 a nを求めよ。
さ だ すうれ つ いっぱ んこう も と


